
平成 14 年度眼科学教室業績集（2002.4.~2003.3.） 	
 

	
 

I.	
 一般口演 	
 

	
 

1.  平形明人（招待講演）：「細菌性眼内炎」‐白内障術後眼内炎を中心にー．第 68

回網膜病変談話会，興和株式会社 	
 東京支店 11 階大ホール，平成 14 年 4 月 4 日.	
 	
 

2.  川瀬英理子 1,2，田所惠子 3，浅香 	
 敦子 3，山田正夫 3，東 	
 範行 1,3（国立成育医

療センター眼科 1	
 杏林アイセンター2 国立成育医療研究所 3）：ヒト眼疾患における

PAX6 と EYA の相互関係.	
 第 27 回日本小児眼科学会，豊橋，平成 14 年 4 月 5 日.	
 

3.  永本敏之（特別講演）：後発白内障の予防．練馬区眼科医会，東京，平成 14 年 4

月 11 日． 	
 

4.  Hida	
 T,	
 Oda	
 H,	
 Okada	
 AA	
 &	
 Hirakata	
 A:	
 Cyctoid	
 Macular	
 Edema	
 after	
 Retinal	
 

Reatlachment	
 Surgety.	
 The	
 4th	
 Meeting	
 of	
 Retinal	
 Education	
 for	
 Accessing	
 

Current	
 Techniques,	
 Sydney,	
 Australia,	
 Apr.16，2002.	
 

5.  永本敏之（招待講演）：後発白内障必勝講座．第１９回 PHARMACIA テレフォンカン

ファレンス，平成 14 年 4 月 25 日.	
 

6.  Okada	
 AA：	
 Establishing	
 International	
 Guidelines	
 in	
 Developed	
 Countries	
 With	
 

Different	
 Cultural	
 Backgrounds:	
 are	
 there	
 different	
 standards.	
 29th	
 

International	
 Congress	
 of	
 Ophthalmology,	
 Sydney,	
 Australia,	
 Apr.22，2002.	
 

7.  Nagamoto	
 T,	
 Inokawa	
 S	
 &	
 Fujiwara	
 T:	
 Inhibition	
 of	
 Posterior	
 Capsule	
 

Opacification	
 by	
 Aqueous	
 Humor.	
 ARVO,	
 Fort	
 Lauderdale,	
 FL,	
 USA,	
 May.	
 5-10,	
 

2002.	
 

8.  Okada	
 AA： 	
 Vogt-Koyanagi-Harada	
 Disease	
 and	
 Sympathetic	
 Ophthalmia:	
 A	
 

Unified	
 Approach	
 to	
 Treatment,” 	
 Meeting	
 of	
 the	
 International	
 Uveitis	
 

Society	
 Group.	
 Sydney,	
 Apr.22，2002.	
 

9.  平形明人（招待講演）：黄斑変性の手術的治療.	
 第 3 回八王子眼科臨床懇話会，八

王子スクエアビル学園都市センター，平成 14 年 5 月 15 日． 	
 

10.  永本敏之，井之川宗右，藤原隆明：培養牛水晶体上皮細胞の遊走・増殖・分化転

換に対する正常牛房水の影響．第 106 回日本眼科学会総会，仙台，平成 14 年 5

月 23 日-26 日． 	
 

11.  樋田哲夫（シンポジウム）：20 世紀における眼科学の総括「増殖性硝子体網膜症」.

第 106 回日本眼科学会総会,仙台,平成 14 年 5 月 23 日-26 日． 	
 

12.  堀田一樹，中村誠，近藤峰生，伊藤正，寺崎浩子，三宅養三，樋田哲夫：眼底白



点症に錐体ジストロフィーを合併した兄妹例．第 106 回日本眼科学会総会，仙台，

平成 14 年 5 月 23 日-26 日． 	
 

13.  平形明人（招待講演）：1．網膜剥離の病診連携，2．内視鏡を利用した硝子体手術．

東部静岡県東部眼科医会講演会，沼津，平成 14 年 6 月 6 日.	
 

14.  田口朋子，浅川晋宏，仲泊聡，小川かほる，田中恵津子，小田浩一：視覚障害者

のリハビリ施設利用に至るまでの期間とそれに影響を及ぼす要因‐七沢ライトホ

ーム利用者の場合．第 11 回視覚障害リハビリテーション研究発表大会，横浜，平

成 14 年 6 月 16 日． 	
 

15.  永本敏之（シンポジウム）：先天・発達白内障の治療．第 41 回日本白内障学会・

第 17 回日本眼内レンズ屈折矯正手術学会，東京，平成 14 年 6 月 22 日． 	
 

16.  浅川学，高島直子，川瀬英理子，細井文子，永本敏之，藤原隆明：先天白内障に

対する吸引術+前部硝子体切除+嚢内 IOL の手術成績．第 41 回日本白内障学会・第

17 回日本眼内レンズ屈折矯正手術学会，東京，平成 14 年 6 月 21 日-23 日． 	
 

17.  根間千秋，平形明人，田村智則，山本晃，永本敏之，樋田哲夫，藤原隆明：若年

者の硝子体手術後の白内障．第 41 回日本白内障学会，東京，平成 14 年 6 月 22

日.	
 	
 

18.  扇谷 	
 晋，太田一郎，三宅三平，三宅謙作，茨木信博，後藤陽子：防腐剤添加有

無のチモロール点眼による術後早期偽水晶体眼の嚢胞様黄斑浮腫発生頻度．第１

７回日本眼内レンズ屈折手術学会，平成 14 年 6 月 23 日.	
 	
 

19.  矢野啓子，御子柴伸彦，藤原隆明，岡崎充宏，渡辺卓：真菌血症と眼内炎発症の

現況.第 36 回日本眼炎症学会・眼感染症学会，松山市，平成 14 年 7 月 5 日-７日.	
 	
 

20.  若林俊子，岡田アナベルあやめ，森村佳弘，浅野由香，宮本裕子，樋田哲夫：眼

内炎症疾患に対する外科的に施行した後部テノン嚢下注射の検討．第 36 回日本眼

炎症学会，松山，平成 14 年 7 月 7 日.	
 

21.  永本敏之（招待講演）：合併症例における白内障手術．北日本眼科学会，弘前，平

成 14 年 7 月 12 日 	
 

22.  三木大二郎（シンポジウム）：硝子体手術の諸問題̶To	
 do	
 or	
 not	
 to	
 do	
 するべ

きかせざるべきか－．第１９回関東眼科学会，横浜，平成１４年７月１３日.	
 

23.  岡田アナベルあやめ：原田病におけるインドシアニングリーン螢光造影検査．第

13 回日本 ICG 蛍光造影研究会，福岡，平成 14 年 7 月 19‐20 日． 	
 

24.  Nishiwaki	
 Y,	
 Tanaka	
 E,	
 Oda	
 K,	
 Kobayashi	
 A,	
 Ogata	
 M,	
 Hirakata	
 A,	
 Hida	
 T	
 &	
 

Fujiwara	
 T:	
 The	
 Effect	
 of	
 a	
 Short	
 Exposure	
 to	
 Orientation	
 and	
 Mobility	
 

Training	
 in	
 the	
 Hospital.	
 The	
 7th	
 International	
 Conference	
 on	
 Low	
 Vision,	
 



Goteborg,	
 Sweden,	
 Jul.21-25,	
 2002.	
 

	
 

25.  Tanaka	
 E,	
 Nishiwaki	
 Y,	
 Oda	
 K,	
 Hirakata	
 A,	
 Hida	
 T	
 &	
 Fujiwara	
 T:	
 The	
 Acceptable	
 

Power	
 Range	
 of	
 Reading	
 Spectacles	
 in	
 Acquired	
 Low	
 Vision	
 Patients.	
 The	
 7th	
 

International	
 Conference	
 on	
 Low	
 Vision,	
 Goteborg,	
 Sweden,	
 Jul.21-25,	
 2002.	
 

26.  Hida	
 T（シンポジウム）:	
 Lattice	
 corneal	
 dystrophy.	
 Inherited	
 Eye	
 Disease	
 

Symposium,	
 Duke	
 University,	
 Durham,	
 N.C,	
 USA,	
 Aug.3,	
 2002.	
 

27.  岡田アナベルあやめ，森村佳弘，若林俊子，宮本裕子，小島絵里，浅野由香：	
 非

ぶどう膜炎性黄斑疾患に対する外科的に施行した後部 Tenon 嚢下ステロイド注射．

Japan	
 Macular	
 Club，蒲郡，平成 14 年 8 月 23‐24 日． 	
 

28.  高橋めぐみ，岡田アナベルあやめ，樋田哲夫：Relentless	
 placoid	
 

chorioretinitis?	
 Japan	
 Macular	
 Club,	
 蒲郡，平成 14 年 8 月 23‐24 日． 	
 

29.  鎌田裕子 1，仁科幸子 1，川瀬英理子 1，高本紀子 1，東 	
 範行 1，河村益徳 2（国立

成育医療センター眼科 1	
 株式会社ニデック 2）：眼科診療における電子カルテ運用

のためのデータファイリングシステムの効用.	
 第 56 回日本臨床眼科学会，盛岡，

平成 14 年 9 月 2 日． 	
 

30.  Hama	
 Y	
 &	
 Nagamoto	
 T:	
 Relationship	
 Between	
 Age	
 and	
 Self-Sealing	
 of	
 

Corneoscleral	
 Incisions.	
 2002,	
 XXth	
 Congress	
 of	
 The	
 ESCRS,	
 Nice,	
 France,	
 Sep.	
 

7-11,	
 2002.	
 

31.  Nagamoto	
 T	
 &	
 Fujiwara	
 T:	
 Inhibition	
 of	
 PCO	
 by	
 Normal	
 Aqueous	
 Humor.	
 2002,	
 

XXth	
 Congress	
 of	
 The	
 ESCRS,	
 Nice,	
 France,	
 Sep.	
 7-11,	
 2002.	
 

32.  Takashima	
 N,	
 Asakawa	
 M,	
 Kawase	
 E,	
 Kawamata	
 E	
 &	
 Nagamoto	
 T:	
 Results	
 of	
 

aspiration,	
 anterior	
 vitrectomy	
 and	
 in-the-bag	
 IOL	
 implantation	
 in	
 

congenital	
 cataracts.	
 2002,	
 XXth	
 Congress	
 of	
 The	
 ESCRS,	
 Nice,	
 France,	
 Sep.	
 

7-11,	
 2002.	
 

33.  平形明人（シンポジウム）：黄斑浮腫の硝子体手術.The	
 3rd	
 Annual	
 Ocular	
 Surgery	
 

News	
 Symposium	
 in	
 Nagoya	
 ，愛知芸術文化センター，平成 14 年 9 月 22 日． 	
 

34.  Okada	
 AA：“Pulse	
 intravenous	
 corticosteroid	
 treatment	
 of	
 

Vogt-Koyanagi-Harada	
 disease,” 	
 Lecture	
 given	
 by	
 CD	
 ROM	
 presentation.	
 Silver	
 

Jubilee	
 Symposium	
 of	
 the	
 Retina	
 Foundation,	
 Ahhmedabad	
 India,	
 Sep.	
 22，2002.	
 

35.  Okada	
 AA：“Surgical	
 treatment	
 of	
 Behcet’s	
 disease,” 	
 Lecture	
 given	
 by	
 CD	
 

ROM	
 presentation.	
 Silver	
 Jubilee	
 Symposium	
 of	
 the	
 Retina	
 Foundation,	
 

Ahhmedabad,	
 India.	
 Sep.	
 22，2002.	
 



36.  永本敏之，藤原隆明：IOL エッジによる後発白内障抑制機序‐嚢屈曲か接触圧か

‐．第 56 回日本臨床眼科学会総会，盛岡，平成 14 年 9 月 26 日-29 日． 	
 

37.  大鹿哲郎 1，永本敏之 2，江口秀一郎 3，大木孝太郎 4，谷口重雄 5．徳田芳浩 6，吉

富文昭 7	
 （1 筑波大，2 杏林大，3 江口眼科病院，4 大木眼科，5 昭和大・藤が丘，6

井上眼科病院，7 吉富眼科）： 	
 特殊例・難症例の白内障手術．第 56 回日本臨床眼

科学会インストラクションコース，盛岡，平成 14 年 9 月 26 日-29 日． 	
 

38.  川瀬英理子 1,2，東 	
 範行 1（国立成育医療センター眼科 1	
 杏林アイセンター2）：視

神経先天異常における PAX6 遺伝子の変異.	
 第 56 回日本臨床眼科学会，盛岡，平

成 14 年 9 月 28 日． 	
 

39.  Okada	
 AA,	
 Asano	
 Y,	
 Morimura	
 Y,	
 Hirakata	
 A,	
 Hida	
 T:	
 Pulse	
 intravenous	
 

corticosteroid	
 therapy	
 in	
 Vogt-Koyanagi-Harada	
 disease	
 and	
 sympathetic	
 

ophthalmia:	
 a	
 unified	
 approach.	
 Retina	
 Congress	
 (The	
 20th	
 Annual	
 Vitreous	
 

Society	
 Meeting	
 The	
 35th	
 Annual	
 Retina	
 Society	
 Meeting)	
 ,	
 San	
 Francisco	
 CA,	
 

USA,	
 Sep.30,	
 2002.	
 

40.  Okada	
 AA： 	
 The	
 treatment	
 of	
 Vogt-Koyanagi-Harada	
 syndrome	
 and	
 sympathetic	
 

ophthalmia.	
 Combined	
 Meeting	
 of	
 the	
 Retina	
 Society	
 and	
 the	
 Vitreous	
 Society,	
 

San	
 Francisco，Sep.	
 30,	
 2002	
 

41.  Hirakata	
 A,	
 Okada	
 AA,	
 Hida	
 T:	
 Traction	
 Maculopathy	
 in	
 Highly	
 Myopic	
 Eyes	
 with	
 

Posterior	
 Staphyloma:	
 Ultrastructure	
 of	
 Surgically-removed	
 Epiretinal	
 

Membrane.	
 Retina	
 Congress	
 (The	
 20th	
 Annual	
 Vitreous	
 Society	
 Meeting	
 The	
 35th	
 

Annual	
 Retina	
 Society	
 Meeting.)	
 	
 San	
 Francisco	
 CA,	
 USA,	
 Oct	
 1st,	
 2002.	
 

42.  塚原逸朗，三木大二郎，岩崎琢也，櫻井真彦（インストラクションコース）：シリ

コンオイルどう使うか．第 56 回日本臨床眼科学会総会，盛岡，平成１４年１０月.	
 

43.  高橋めぐみ，忍足和浩，樋田哲夫：眼窩蜂巣織炎様症状を呈した Sweet 病の 1 例．

第 38 回東京多摩地区眼科集談会，三鷹，平成 14 年 10 月 5 日． 	
 

44.  松木奈央子，忍足和浩，樋田哲夫：眼窩腫瘍の生検から発見できた直腸癌の 1 例．

第 38 回東京多摩地区眼科集談会，三鷹，平成 14 年 10 月 5 日． 	
 

45.  田中恵津子，小田浩一，西脇友紀，平形明人，樋田哲夫：低視力条件下の書字に

おける文字サイズ.第 3 回日本ロービジョン学会学術総会，仙台，平成 14 年 10

月 13 日． 	
 

46.  西脇友紀，川嶋英嗣，厳島行雄，田中恵津子，小田浩一，樋田哲夫：ロービジョ

ンの表情認知課題における時間特性‐ロービジョンシミュレーション実験から‐.

第 3 回日本ロービジョン学会学術総会，仙台，平成 14 年 10 月 14 日． 	
 



47.  永本敏之（招待講演）：後発白内障予防プラス調節力‐白内障術後合併症をより少

なくする方法‐．第 4 回教育フォーラム，福岡，平成 14 年 10 月 19 日． 	
 

48.  藤原隆明：平成 14 年度東京都眼科医会卒後研修研究会.テーマ「白内障」オーガ

ナイザーならびに講演，東京，平成 14 年 10 月 26 日． 	
 

49.  田村智則，平形明人，杉本敬，高島直子，川真田悦子，小田仁，三木大二郎，樋

田哲夫：糖尿病黄斑浮腫に対する内境界膜剥離を併用した硝子体手術成績．第４

１回日本網膜硝子体学会総会，第１９回眼病理セミナー，東京，平成 14 年 11 月

8‐10 日． 	
 

50.  浜由紀子，平形明人，忍足和浩，岡田アナベルあやめ，樋田哲夫：脈絡膜新生血

管膜抜去術の長期予後．第４１回日本網膜硝子体学会総会，第１９回眼病理セミ

ナー，東京，平成 14 年 11 月 8‐10 日． 	
 

51.  三木大二郎（講習会講師）：術後管理．網膜硝子体手術研究会，平成 14 年 11 月

10 日． 	
 

52.  三浦克洋，平形明人，田中恵津子，西脇友紀，樋田哲夫：シリコーンオイル眼の

近用屈折矯正の問題．第４１回日本網膜硝子体学会総会，第１９回眼病理セミナ

ー，東京，平成 14 年 11 月 8‐10 日． 	
 

53.  小島絵里，森村佳弘，岡田アナベルあやめ，若林俊子，浅野由香，樋田哲夫：近

視性脈絡膜新生血管に対する経瞳孔温熱療法の検討．第 41 回日本網膜硝子体学会

総会,	
 東京，平成 14 年 11 月 8‐9 日． 	
 

54.  三木大二郎：網膜剥離手術体験．第 41 回網膜硝子体学会総会，東京，平成 14 年

11 月 9 日.	
 

55.  樋田哲夫（シンポジウム）：裂孔原性網膜剥離の術式選択.	
 第 41 回網膜硝子体学

会総会，東京，平成 14 年 11 月 10 日 	
 

56.  高間直彦：眼科における漢方．西東京眼科フォーラム，三鷹，平成 14 年 11 月 16

日.	
 

57.  川瀬英理子，浅川 	
 学，樋田哲夫：未熟児網膜症の診断と治療．第 4 回西東京眼

科フォーラム，三鷹，平成 14 年 11 月 18 日． 	
 

58.  工藤かんな，斉藤博，井之川宗右，樋田哲夫：全層角膜移植術と硝子体同時手術.

第４回西東京眼科フォーラム,	
 三鷹，平成 14 年 11 月 18 日． 	
 

59.  斉藤博，工藤かんな，井之川宗右，樋田哲夫：全層角膜移植術と硝子体同時手術．

第 15 回 COST，東京，平成 14 年 11 月 29 日． 	
 

60.  氏間和仁，小田浩一，田中恵津子，川嶋英嗣：個々のロービジョンの状態に応じ

た HTML	
 教材の利用.	
 第 28 回感覚代行シンポジウム，東京,	
 平成 14 年 12 月 2 日． 	
 



61.  平形明人（招待講演）：黄斑疾患と硝子体手術．第 148 回 	
 埼京眼科学術集会，防

衛医大病院臨床講堂，平成 15 年 1 月 8 日． 	
 

62.  岡本直之，桐生純一，平形明人，島井秀雄，寺崎浩子：内視鏡を利用しよう‐網

膜硝子体および前眼部の手術，観察への応用‐．第２６回日本眼科手術学会総会，

国立京都国際会館，平成 14 年 1 月 31 日-2 月 2 日.	
 

63.  岡田アナベルあやめ：経瞳孔温熱療法の現状と未来．第 26 回日本眼科手術学会総

会，京都，平成 15 年 1 月 31 日． 	
 

64.  三木大二郎，今野公士，根間千秋，小田仁，忍足和浩，平形明人，樋田哲夫：若

年者の増殖糖尿病網膜症に対する硝子体手術成績．第２６回日本眼科手術学会総

会，国立京都国際会館，平成 15 年 1 月 31 日‐2 月 2 日． 	
 

65.  平岡智之，小田仁，三木大二郎，平形明人，樋田哲夫：下方弁状裂孔網膜剥離に

対する強膜バックリング法と硝子体手術の比較．第２６回日本眼科手術学会総会，

京都，平成 15 年 1 月 31 日‐2 月 2 日． 	
 

66.  高島直子，小田仁，三木大二郎，平形明人，樋田哲夫：特発性黄斑円孔の長期予

後．第２６回日本眼科手術学会総会，京都，平成 15 年 1 月 31 日‐2 月 2 日． 	
 

67.  三木大二郎（特別企画）：34 年目の硝子体手術－裂孔原性網膜剥離－．第 26 回日本

眼科手術学会総会，京都，平成 15 年 2 月 1 日.	
 

68.  若林俊子，岡田アナベルあやめ，小島絵里，浅野由香，森村佳弘，樋田哲夫：網
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